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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
有機陰イオン色素試薬インドシアニングリーン (ICG)肝細胞摂取,細胞内輸送および細胆管内排涯の
移行過程を,生体用近赤外光分析装置を用いた肝組織内ICG濃度定量化とその経時変化の解析により分
離評価 しうる,新しい肝機能検査システムを開発した｡コンパートメントモデルから,ICGの肝細胞へ
の流入過程をα,消失過程をβとする重指数関数を定義し,ICG(0.05mg/kg)静注液15分間の濃度変
化曲線に回帰近似させた｡ウサギ正常対照肝におけるα-1.098±0.084min~1,β-0.095±0.008min~1
に対し,肝細胞類洞側膜でのICG摂取を括抗的に阻害するビリルビンによりαが0.672±0.100min~1
に,また細胞骨格微小管の構築阻害によりICGの肝細胞内輸送を抑制するコルヒチンとNa+,K+
一ATPase阻害剤であるウアバインとによりβがそれぞれ0.042±0.010min~1と0.013±0.008min~1に
有意に低下したことから,時安数α,βの正当性を確認した｡殊にβはICG除去に関する肝細胞固有機
能の鋭敏な指標であり,肝容量の変化にも対応しうることを,ウサギ虚血後再潅流肝障害モデル-の適用
により証明した｡さらに微小管とミクロフィラメントの蛍光抗体二重染色法の併用により,再潅流後にみ
られるICG除去能の低下が微小管の形態的,機能的変化に起因する可能性を示唆した｡本法は肝臓外科
領域における術後肝機能モニタリング,術中のいわゆる分肝機能測定,さらには体外補助肝臓の機能評価
等の分野でその即時性および非侵襲性を生かした臨床応用が期待される｡
従って,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
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なお,本学位授与申請者は,平成9年1月6日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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